
5月10日

絃第524号磁

毎　月　10日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

Ｊ
調
川
誰
脚
粧

肌
脚

㈱
脚

冊
肌
用

冊
宜
・
出

＝
〃
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

〃
‖

皿

脚
脚

融
肌

酷
刑
　
ｈ
貼
間
酬
肌

忠
肝
岬

誰
棚

．
一
ｒ



ｌｎｌｌｌⅢｌｌｌｌｌｕ　昭和鵠年5月10日腑冊冊間冊冊冊冊冊冊冊Ⅲ冊　広叫ｇｊＬ着』齢表ぎ（2）

5月11日～20日春の全国交通安全運動

ドライバーは安全運転の原点に戻ろう

昨年の死者（全国）、6年ぶりに9，個0人突破

わ
が
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
二
輪
車
を
含
め
て
五
千
六
百
万
台
に
上
り

世
界
第
二
位
の
保
有
台
数
で
す
。
ま
た
、
運
転
免
許
保
有
者
は
四
千
七
百
万
人

を
準
え
、
運
転
免
許
適
齢
人
口
の
二
人
に
一
人
は
免
許
保
有
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
保
有
台
数
は
年
間
で
三
百
万
台

免
許
保
有
者
は
二
百
万
人
と
確
実
に
増
え
続
け
、
ま
さ
に
本
格
的
な
車
社
会
、

国
民
皆
免
許
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

一
万
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
こ
こ
数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
は
前
年
に
比
べ
三
百
五
十
四
人
（
四
二
％
）
増

加
し
、
昭
和
五
十
一
年
以
来
六
年
ぶ
り
に
九
千
人
を
準
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
特
徴
を
見
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
り
単
独
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
ぶ
つ
か
る
事
故
や
、
車
同
士
の
正
面
衝
突
な
ど
の
無
謀

運
転
や
運
転
技
術
の
未
熱
さ
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
の
で
す
。

今
年
も
五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
多
発
す
る
事
故
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
三
項
目

を
重
点
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

㊥
二
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底

㊥
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進

こ
の
運
動
を
契
機
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
も
う
一
度
、
安
全
運
転

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
万
全
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
必
ず
守
ろ
う

安
全
運
転
5
則

2カーフの手前でスピードを
落とす

カープを制限速度以上のスピードて

曲がるのはⅠ自殺行為てす。カープの

手前ては必ずスピードを落としましょ

う。速度を落とさずカーブにさしかか

り、曲がりきれないことに途中て気付

いても、もう手遅れてす。

3交差点では必す安全を確かめる

交通事故の約60％は交差点て起こっています。

イソップ物語に丸木橋を両端からヤギが凍ｌＪはじ

め、お互いに掛り合わなかったのて二兎とも落ちて

しまったという語があります。交差点もいわば道路

の’丸木橋㌔ドライバーの方は交差点の手前ては必

ず安全を確かめ、イソップのヤギにならないように

しましょう。

4－時停止で横断歩行者の安全を守る

歩行者の交通事故て一番多いのが横断中の事放て

す。横断歩道を渡ろうとしている人を見たら、ドライ

バーは一時停止をして、道を謙らなければなりませ
ん。

1安全速度を必ず守る

卓の糾隈速度はどのようにし

て決められているのかご存じて

すか。車両や歩行者の交通量、

交差点の間隔、信号などの整備

状況、沿道の家屋の状況などを

考慮し決められています。てす

から、制服速度を守ることは安

全運転の第一歩てす。

スピードの出し過ぎて他人に

迷惑がかからないよう安全速度
を守りましょう。

5飲酒運転は絶対しない
「ちょっと飲んだだけだから」

という勝手な自己判断はドライ

／トにとって厳禁てす。お酒を

飲むと判断力が鈍り、危険を危
険とも思わなくなります。「飲む

なら乗るな、乗るなら飲むな」

の鉄則をドライバー1人1人が
自覚しましょう。
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差
別
を

な
く
す
た
め
に

⑨

幕
府
や
大
名
は
、
農
工
商
の
下

に
さ
ら
に
低
い
身
分
を
お
き
、
河

原
や
谷
間
な
ど
条
件
の
惑
い
土
地

に
住
ま
わ
せ
、
山
野
や
用
水
の
利

用
を
ほ
と
ん
ど
許
さ
ず
、
職
業
や

服
そ
う
な
ど
を
制
限
し
て
、
他
の

身
分
の
人
々
と
差
別
し
ま
し
た
…

…
。
幕
府
や
大
名
が
、
農
工
商
の

下
に
さ
ら
に
低
い
身
分
を
つ
く
っ

た
の
は
、
農
民
や
町
人
に
、
自
分

た
ち
よ
り
も
、
も
っ
と
下
の
身
分

の
も
の
が
い
る
と
思
わ
せ
て
、
農
…

民
や
町
人
の
、
武
士
に
対
す
る
不
順

満
を
そ
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
…

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
6
年
生
社
会
科
で
習
う
教
科

書
よ
り
「
部
落
の
お
こ
り
」
を
一
部
抜
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す
い
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
が
何
百
年
と
続
き

「
日
本
の
夜
明
け
」
と
い
わ
れ
る
明
治

維
新
を
迎
え
ま
し
た
。
明
治
四
年
政
府

は
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
を
廃
止
し
、

新
た
に
皇
族
、
華
族
、
士
族
、
平
民
の

身
分
制
度
を
作
り
、
更
に
解
放
令
を
出

し
制
度
の
上
で
は
、
い
や
し
い
身
分
は

な
く
な
り
、
悲
惨
な
差
別
の
歴
史
は
終

り
を
つ
げ
、
ほ
ん
と
う
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
形
式
的
な
法
令
に

す
ぎ
ず
、
長
い
封
建
政
治
の
な
か
で
つ

、
Ｊ
Ｊ
ｌ
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く
ら
れ
た
、
人
々
の
あ
や
ま
っ
た
考
え

は
な
か
な
か
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
封
建
的
差

別
は
、
近
代
社
会
に
な
っ
た
明
治
初
年

の
時
点
で
な
く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
現
在
も
な

お
生
き
の
こ
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
か

ら
百
年
の
間
、
歴
代
政
府
並
び
に
自
治

行
政
が
、
根
本
的
な
解
決
を
は
か
ら
ず

放
任
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
五
年
度
に
社
会
意
識
訝
査

を
し
た
際
の
「
部
落
の
お
こ
り
に
つ
い

て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
対

し
、
人
種
起
源
説
、
職
業
起
源
説
、
ま

ず
し
い
人
た
ち
の
集
り
、
帰
化
人
の
子

孫
の
集
り
な
ど
と
誤
ま
っ
た
部
落
認
識

を
し
て
い
る
人
が
か
な
り
い
ま
し
た
。

町
、
教
育
委
員
会
で
は
「
差
別
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
」
に
組
織
を
あ
げ

て
、
今
ま
で
に
「
差
別
を
な
く
す
た
め

に
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
「
同
和
教
育

の
し
お
り
」
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

発
行
し
た
り
同
和
研
修
会
を
開
い
て
住

民
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
終
わ
る

投

票

率

　

3

4

・

3

9

％

町
で
は
、
四
月
二
十
四
日
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の

結
果
、
新
議
員
二
十
六
名
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

前
回
選
挙
に
比
べ
、
有
権
者
数
で
約

二
千
人
増
え
ま
し
た
が
、
投
票
率
で
は

四
％
程
度
（
前
回
八
七
・
五
七
％
）
下

が
っ
て
お
り
ま
す
。

投票所別結果表

投票所 場　　 所 有権者数 投票者数 授票率

第 1
伊　 左　 座

小　 学　 校
3．685 3 ，191 86 ．59

第 2
吉　　　 田

第二保育園
3，517 3 ．056 86 ．89

第 3
吉　　　 田

身体者センター 2．474 2 ，074 83 ．83

第 4 町 民 会館 3，390 2 ，829 83 ．45

第 5
梅 ノ木団地

第三保育園
2，149 1、594 74．17

第 6
お か の 台

町民体育館 2，685 2，318 86．33

第 7 猪熊小学校 2 ．621 2，256 86．07

総　　　　 計 20 ，521 17，318 ：84．39

「
緑
の
学
校
に
し
よ
う
」

Ｐ

 

Ｔ

 

Ａ

が

中

心

に

植

樹

運

動

「
緑
の
学
校
に
し
よ
う
」
と
水
巻
中

学
校
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
松
本
和
雄
会
長
）

が
中
心
に
な
り
校
内
の
植
樹
運
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
父
兄
ら
の
寄
付
で
苗
木

を
購
入
。
こ
れ
ま
で
、
日
曜
な
ど
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
、
職
員
や
生
徒
が
ツ
ツ
ジ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
約
五
百
本
を
植
え
、
今
後

も
線
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

町議会議員選挙得票結果
当落別 氏　　　 名 得票数 住　　 戸斤

当選 野　 添　 暗　 也 1，014 吉　 田　 一

〃 入　 江　　　 誠 773 頃　　　 末

〃 畳　 沢　 麟　 兄 697 下　　　 二

〃 石　 塚　　　 章 695 吉　 田　 三

ノシ 山　 本　 定　 雄 659．9糾 高 松 団 地

〃 高　 橋　 次　 生 64 7 鯉 口 団 地

ケ 柴　 田　 英　 人 629 鯉 口 団 地

〃 阪　 東　　　 喬 627 みずほ団地

ク 福　 間　 弘　 祐 619 頓　　　 末

ク 大　 場　 寄基 経 614 猪　　　 能

ノシ 加　 納　　　 弘 605 樋　　　 口

ク 山　 本　 利　 俊 600 ．626 吉　 田　 一

一ク 香　 月　 一　 三 595 猪　　　 能

ク 占　 部　 裕　 子 575 鯉 口 団 地

ク 梶　 原　 逸　 男 564 みず ほ団地

ケ 山　 本　 幸　 生 561．38 9 頃　　　 末

ノン 白　 石　 磯 久男 534 吉　 田　 一

ク 畠　 山　　　 活 527 吉　 田　 一・一

一ケ 樽　 本　 臼　 平 510 お か の 台

一ケ 吉　 住　 善　 明 509 吉 田 団 地

〃 小　 柳　 重　 年 506 高 松 団 地

〃 久保 田　 勝　 馬 500 頃　　　 未

ケ 美　 浦　 善　 明 480 古　　　 賀

一ケ 小　 田　 和　 久 474 吉 田 団 地

ケ 田　 中　　　 博 458 新　 生　 街

ケ 柳　 鶴　　　 勲 452
一

次 点 森　 田　 明　 正 451

黒　 河　　　 博 408

井　 上　　　 康 350

古　 川　 英　 之 292

竹　 内　 親　 利 273
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里
ニ
十
一
∵
＋
㍉
．
．

日
本
脳
炎
予
防
接
種

▽
実
施
期
間

5

月

1

6

日

～

6

月

3

0

日

ま

で

▽
実
施
場
所

町
内
の
各
開
業
医
院
（
診
療
時
間

内
に
受
け
て
下
き
い
。
）

▽
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
の
方

▽
実
施
方
法

○
初
回
免
疫
の
方
＝
一
～
二
週
間
の

間
隔
で
2
回
接
辞

○
追
加
免
疫
の
万
＝
1
回
の
み
接
種

▽
料
金
一
回
に
つ
き
個
人
負
担
7
1

0
円
（
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
代
の
3

9
0
円
は
別
に
町
で
補
助
し
て
お
り

ま
す
）
。
た
だ
し
、
小
中
学
校
の
生

徒
、
就
学
前
の
子
供
及
び
生
活
保
護

世
帯
、
均
等
割
及
び
非
課
税
世
帯
は

無
料
で
す
。

豆
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
慢
性
疾
患
（
肝
臓
、
腎
臓
、
糖
尿

病
、
ぜ
ん
息
等
）
に
か
か
っ
て
い
る

人㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人

㊥
現
在
妊
娠
中
の
人

④
熱
が
あ
っ
た
り
、
特
に
体
の
衰
弱

が
ひ
ど
い
人

※
注
意
事
項
　
接
種
を
受
け
る
方
は
、

問
診
票
を
役
場
衛
生
係
窓
口
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
般
の
有
料

分
の
問
診
票
は
、
各
医
院
に
も
置
い
て

ま
す
の
で
、
直
接
行
か
れ
る
場
合
は
「

印
鑑
」
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
間
　
「
少
年
の
船
」
　
団
員
募
集

中
間
地
区
の
少
年
を
対
象
に
、
初
め

て
の
「
少
年
の
船
」
が
航
行
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
少
年
が
集
い
、
船
上
で

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
沖
縄
少
年
と

の
交
換
会
・
見
学
を
通
じ
て
、
お
互
い

の
友
情
を
深
め
な
が
ら
団
体
生
活
の
楽

し
さ
を
学
び
ま
す
。

▽
期
日
　
5
9
年
8
月
7
日
～
8
月
1
1
日

▽
研
修
地
　
沖
縄

▽
参
加
資
格
　
水
巻
在
住
の
小
学
4
年

生
か
ら
6
年
生

▽
募
集
人
員

水
巻
町
か
ら
5
名
（
先
着
噸
）

▽
募
集
期
間
　
5
月
1
日
～
5
月
3
1
日

▽
費
用
　
四
万
七
千
円

▽
申
込
み
先

水
巻
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

ｌ

　

魯

2

0

1

・

0

4

0

1

さ
　
つ
　
き
展

5

月

2

1

日

～

2

4

日

日
中
友
好
「
九
州
青
年
の
船
」
団
員
募
集

水

巻

町

職

鼻

採

用

試

験

▽
資
格
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和

5
8
年
4
月
1
日
現
在
、
満
2
0
歳
以
上

2
8
歳
未
満
（
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
出
生

）
の
男
女
　
㊥
昭
和
5
8
年
4
月
1
日

現
在
、
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
な

お
引
き
続
き
居
住
し
ま
う
と
す
る
者

▽
募
集
期
間

．
5
月
ｌ
日
か
ら
5
月
2
5
日
ま
で

▽
申
込
み
先

町
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
係
に

申
込
み
下
き
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

▽
採
用
職
名

学
校
用
務
員
　
　
一
名

▽
受
験
資
格

①
昭
和
1
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
2
8

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

⑧
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

㊥
地
方
公
務
農
法
第
1
6
条
に
該
当
し

な
い
者

▽
申
込
み

5

月

1

6

日

か

ら

5

月

3

1

日

ま

で

に
役
場
人
事
係
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
時
間
9
時
～
1
7
時
ま
で

土
曜
日
は
1
2
時
ま
で
）

▽
試
験
日

第
一
次
試
験
　
　
6
月
5
日

Ｏ
教
養
試
験
＝
一
般
知
識

第
二
次
試
験
　
　
6
月
中
旬

○
身
体
検
査
、
面
接
試
験

▽
問
い
合
せ
先

総
務
課
人
事
係

行
政
相
談
員
に

鳥
谷
利
光
氏

、

‥

＼

．

ヽ

．

1

し

、

、

、

Ｈ

・

＼

　

＼

“

ｒ

Ｊ

ヽ

ｎ

ノ

．

ヽ

、

．

．

、

Ｙ

ノ

ｌ

“

1

＼

　

＼

　

＼

・

ヽ

．

、

＼

ｌ

㌧

ｒ

行
政
と
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
、
行
政

相
談
委
員
に
鳥
谷
利
光
氏
が
行
政
管
理

庁
長
官
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
開
か
れ
た
行
政

効
率
的
行
政
運
営
の
た
め
、
国
民
一
般

か
ら
直
接
苦
情
を
受
け
付
け
る
と
同
時

に
、
行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。

行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
・
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
行
政
相
談
委
員
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鳥

谷

利

光

　

審

2

0

2

・

0

5

6

0

（

初
夏
を
つ
げ
る
花
〝
さ
つ
き
″
の
展

示
会
が
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
「
さ
つ
き
同
好
会
」
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
す
。

会
ｌ
員
が
丹
精
こ
め
て
育
て
た
作
品
を

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
2
1
日
～
5
月
2
4
日

午
前
9
時
～
年
後
8
時

（
5
月
2
4
日
は
、
午
後
4
時
ま
で
〕

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

国
税
専
門
官
募
集

大
学
卒
業
程
度

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

▽
受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
～
5
月
2
3
日

▽
申
込
み
用
紙
請
求
先

福
岡
国
税
局
、
最
寄
り
の
税
務
署

▽
申
込
み
書
の
提
出
先

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
）
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正
し
く
使
お
う
一
一
〇
番

☆
〓
〇
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話

で
す
。

急
を
要
し
な
い
こ
と
に
二
〇
番
を

使
い
ま
す
と
、
事
件
事
故
の
通
報
時
に

話
し
中
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
免
許
証
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

㊥
警
察
署
、
派
出
所
等
の
電
話
番
号
の

照
会
　
㊥
落
し
物
や
困
り
ご
と
の
相
談

④
地
理
の
問
い
合
わ
せ
や
道
路
交
通
情

報
な
ど
は
、
折
尾
警
察
署
（
蜜
6
9
1

・
0
3
3
1
）
に
電
話
し
て
下
さ
い
。

☆
〓
〇
番
は
、
次
の
要
領
で

一
一
〇
番
は
あ
わ
て
ず
、
落
ち
つ
い

て
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
ハ

ッ
キ
リ
わ
か
り
や
す
く
答
え
て
く
だ
さ

い
。

①
何
が
あ
っ
た
か
（
ド
ロ
ボ
ー
、
け
ん

か
、
交
通
事
故
な
ど
）

◎
い
つ
あ
っ
た
か
（
今
起
き
て
い
る
、

五
分
前
な
ど
）

㊥
ど
こ
で
　
（
場
所
、
目
標
な
ど
）

④
ど
う
な
っ
て
い
る
　
（
事
件
・
事
故

な
ど
の
内
容
）

⑤
犯
人
は
　
（
犯
人
の
人
数
、
人
相
、

特
徴
、
服
装
な
ど
）

◎
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

☆
い
た
ず
ら
電
話
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

大
切
な
一
一
〇
番
回
線
を
ふ
さ
い
で

し
ま
い
、
本
当
の
事
件
・
事
故
の
通
報

に
支
障
を
釆
た
し
ま
す
。

☆
間
違
っ
た
ら
「
間
違
い
」
と
は
っ

き
り
断
っ
て
電
話
を
切
り
ま
し
ょ

う
。

だ
ま
っ
て
切
る
と
「
犯
人
が
、
そ
ば

に
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
こ

と
を
調
べ
た
り
、
警
察
官
が
か
け
つ
け

た
り
ム
ダ
な
仕
事
を
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

粗大ゴミは前もって連絡を．／
粗大ごみを出す時は、役場衛生係に連絡がないと、ど

こに置いてあるかわかりません。必ず収集日の2日前ま

でに申し込んでください。

ト粗大ゴミの種類　家庭電気製品、家具、建具、布団、

ベット、畳、トタン、一斗缶、自転車など。

引越しごみや事業ごみなどは粗大ごみとして収集してい

ません。このようなゴミは町が指定した収集業者にたの

んでください。

収　 集　 日 収　　 集　　 地　　 域

第　 1

吉 田 － ・吉 田二 ・苫 田三 ・吉 田 団 地 ・

頃 末 （1 8区 ・松 栄 荘 ） 美 吉 野 ・鯉 口 団

土 嘱　 目 地 ・下二 5 区 ・6 区 で可 燃 ごみ月 ・木

曜 日の収 集 区域

第　　 2 猪 熊 （猪 熊 1 区 ・2 区 を除 く）

水 曜　 日 猪 熊 町住

第　　 3
土 ｌ曜　 日

第 1 土 曜 日、第 2 水 曜 日以 外 の地 域

二
級
建
築
士
試
験

▽
試
験
日

学
　
　
科
試
験
　
7
月
2
4
日

設
計
製
図
試
験
　
9
月
1
1
日

▽
試
験
場

福
岡
市
城
南
区
七
隈
1
1

福
岡
大
学
　
8
・
1
0
号
館

▽
受
験
申
し
込
み
の
受
付
期
間

5

月

1

6

日

か

ら

5

月

2

0

日

ま

で

▽
受
付
場
所

県
庁
7
0
2
会
議
室
及
び
県
北
九

州
土
木
事
務
所
建
築
課

▽
申
込
用
紙
の
交
付

県
北
九
州
土
木
事
務
所
建
築
課
及

び
県
北
九
州
土
木
事
務
所
で
交
付
し

ま
す
。

英
彦
山
青
年
の
家

夏
期
キ
ャ
ン
プ
場
申
し
込
み

狂
犬
病
の
予
防
注
射
・
登
録
は
済
み
ま
し
た
か

生
後
三
カ
月
を
経
過
し
た
犬
に
は
、
　
ま
だ
受
け
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、

▽
開
設
期
間
　
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日

（
各
月
の
第
一
月
曜
日
と
第
三
日
曜

日
は
休
所
日
）

▽
利
用
で
き
る
人

①
勤
労
青
少
年
　
㊥
小
学
校
五
年
以

上
の
児
童
、
生
徒
ま
た
は
学
生

⑧
社
会
教
育
関
係
者

▽
利
用
の
条
件

①
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ

と
　
㊥
代
表
者
（
引
卒
者
）
は
キ
ャ

ン
プ
講
習
会
等
の
経
験
者
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
　
㊥
期
間
は
二
泊
三

日
を
原
則
と
す
る
　
④
心
身
と
も
に

健
康
な
人

▽
利
用
申
し
込
み

五
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
五
月
末
日
以
降
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

問
い
合
わ
せ
の
う
え
利
用
す
る
期
日

の
三
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
先

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
（
添

田
町
大
字
英
彦
山
三
二
～
一
八

審

0

9

4

7

8

・

5

・

0

1

0

1

）

年
一
回
の
登
録
と
年
二
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
内
で
は
、
四
月
十
一
日
か
ら

各
地
域
の
公
民
館
で
実
施
し
ま
し
た
が

近
く
の
犬
猫
病
院
で
五
月
末
日
ま
で
に

登
録
と
注
射
が
出
来
ま
す
の
で
必
ず
受

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
登
録
注
射
料
金
　
3
、
7
6
0
円

放
し
飼
い
犬
・
未
登
録
・
禾
注
射
犬
の
捕
獲

遠
賀
保
健
所
と
水
巻
町
で
は
、
放
し

飼
い
犬
や
萱
録
注
射
を
し
て
い
な
い
犬

は
野
犬
と
み
な
し
、
各
地
域
の
協
力
を

得
て
集
中
捕
獲
を
し
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
必
ず
登
録
と
注
射
を
す

ま
せ
、
首
輪
に
鑑
札
を
取
り
付
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
犬
は
、
捕

獲
を
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
か
た
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

伊
　
左
　
座
　
故
　
小
林
　
直
子
殿

小
林
　
正
稔
殿

吉
　
田
　
二
　
故
　
後
藤
ミ
チ
ノ
殿

後
藤
　
　
厳
殿

み
ず
ほ
団
地
　
故
　
山
口
　
重
敏
殿
，

山
口
　
タ
ヅ
殿
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地
　
名
　
の
　
由
　
来
　
出
　
立
屋
敷
①

遠
賀
川
の
河
口
が
入
海
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
立

屋
敷
は
、
入
海
の
中
央
に
つ
き
出
て
突
起
し
た

豊
前
坊
山
に
対
し
、
体
で
い
え
ば
へ
ソ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
中
洲
を
な
し
重
要
な
役
目

を
果
し
て
い
た
。
こ
の
中
洲
は
広
い
入
海
を
渡

保
食
神
社
の
あ
っ
た
所
（
堤
防
上
の
大
銀
杏
の
所
）

立
屋
敷
遺
跡
は
南
西
約
一
五
〇
刑
の
所
に
あ
る

る
の
に
飛
石
の
役
目
を
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

稲
作
の
中
心
地
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
古
く

か
ら
こ
こ
に
は
三
つ
の
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た

や
ま
と
た
け
る
の

と
い
う
。
な
か
で
も
伝
説
で
知
ら
れ
る
日
本
武

み

こ

と

　

　

　

や

つ

る

ぎ

　

　

も

ぬ

た

ひ

め

　

　

　

た

ち

ば

な

尊
を
ま
つ
る
八
剣
神
社
と
砧
姫
を
ま
つ
る
橘
神

社
は
と
も
に
古
く
、
ま
た
穀
食
の
神
を
ま
つ
る

保
食
神
社
も
仁
徳
天
皇
の
こ
ろ
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
こ
れ
ま
た
古
く
、
今
は
ど
ち
ら
も

八
剣
神
社
に
合
杷
さ
れ
て
い
る
。

保
食
神
社
に
つ
い
て
は
、
水
巻
の
地
名
で
述

い
ち
よ
う

べ
た
よ
う
に
初
め
神
殿
は
捏
防
上
の
大
銀
杏
の

と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は
郡
の
保
食

宮
総
社
と
し
て
五
穀
成
就
の
祈
願
所
で
栄
え
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
初
め
は
水
巻
大
明

神
と
い
っ
て
い
た
が
元
和
五
年
（
〓
ハ
一
九
）

に
黒
田
長
政
が
参
拝
し
た
の
を
機
に
保
食
神
社

へ
改
名
し
、
明
治
十
七
年
、
八
剣
神
社
に
合
杷

し
た
と
い
う
。
ま
た
橘
神
社
は
砧
姫
の
住
ん
で

い
た
橘
屋
敷
に
姫
の
死
後
ま
つ
っ
た
の
が
始
ま

り
で
、
神
社
は
鹿
児
島
本
線
の
鉄
橋
西
た
も
と

附
近
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ

の
神
社
は
寛
永
こ
ろ
の
新
川
工
事
に
よ
っ
て
今

の
八
剣
神
社
に
合
祖
さ
れ
た
と
神
社
の
縁
起
に

記
る
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
昔
、
こ
こ
に
は
橘
池

と
い
う
大
き
な
池
が
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
辺
一
帯
の
地
質
調
査
に
よ
れ
ば
、
神
社

の
境
内
で
み
ら
れ
る
砂
岩
層
は
遠
く
鉄
橋
下
ま

で
延
び
、
こ
れ
に
沖
積
土
が
累
積
し
て
形
成
し

た
の
が
立
屋
敷
の
中
洲
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
中
洲
は
す
で
に
弥
生
初
期
（
約
二
二
〇
〇
前
）

に
は
立
屋
敷
の
誕
生
を
み
て
い
る
の
で
、
遠
賀

川
河
口
で
は
最
も
早
く
開
け
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
ま
た
鉄
橋
下
に
あ
る
砂
岩
層
は

今
は
河
口
堰
に
よ
っ
て
水
没
し
て
み
ら
れ
な
い

が
、
以
前
は
干
潮
時
に
鉄
橋
下
で
岩
礁
の
露
出

し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
て
、
水
は
瀬
を
な
し
て

流
れ
て
い
た
の
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
立
屋
敷
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
捏
防
上
の
大

銀
杏
南
西
約
一
五
〇
米
の
河
川
敷
き
内
に
、
保

存
の
た
め
に
残
さ
れ
た
小
さ
な
中
洲
を
さ
す
。

出
土
品
と
し
て
は
土
器
、
石
包
丁
、
石
斧
、
木

製
農
器
具
な
ど
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、
調
査
時
に

は
集
落
の
住
居
跡
も
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

の
出
土
品
は
い
ま
九
大
の
考
古
学
研
究
室
に
あ

る
と
聞
く
。
退
跡
の
年
代
に
つ
い
て
は
弥
生
前

期
か
ら
後
期
に
わ
た
る
約
五
〇
〇
年
間
で
、
と

く
に
初
期
の
弥
生
式
土
器
の
出
土
に
よ
っ
て
、

こ
の
辺
一
帯
は
稲
作
文
化
の
発
祥
地
で
は
な
い

か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
立
屋
敷

は
、
遠
賀
川
河
口
で
は
最
も
古
く
か
ら
集
落
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
心
は
今
の
河
川
敷

き
の
な
か
に
あ
っ
た
と
推
謝
さ
れ
る
。
そ
う
で

あ
る
の
か
、
そ
の
昔
、
こ
こ
に
は
修
理
免
、
猿

楽
田
、
姫
神
田
、
御
神
田
、
九
月
田
、
宮
田
、

し桑
田
、
宮
司
田
と
い
っ
た
奉
祭
田
の
は
か
に
惣

あ
ぎ

ノ
市
と
い
う
字
名
も
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
人
の

住
ん
で
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
　
会
長
　
柴
田
貞
志
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7　　 1
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